
要 望 項 目 要   望   の   要   旨 

３ 

北九州空港の機能

拡充・利用促進 

 北九州空港の機能拡充を通じて国内及び国際航空物流ネ

ットワークの形成・充実を図ることは、ものづくり産業の

集積が進む北部九州圏の経済活性化や広域的な物流拠点形

成のために、必要不可欠です。 

この施策は、本市における地方創生施策の推進及び、国

の「ニッポン一億総活躍プラン」や「日本再興戦略」等に

盛り込まれた施策の実現にも資するものと考えています。 

そこで、北九州空港の機能拡充、利用促進について、以

下の事項に特段のご配慮をお願いいたします。 

１ 大型航空機でも安定して離着陸ができるよう滑走路

の3,000ｍ化の早期実現 

２ 早朝・深夜帯等における空港使用料等の軽減措置の

拡大 

３ MRJ飛行試験の実現に向けた必要な協力 
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４ 

主要道路の整備促進 

・国道３号黒崎バイパス

・都市計画道路 

戸畑枝光線 

・連続立体交差事業を中

心とした広域拠点折尾

地区の整備促進 

北九州市は、西日本における物流拠点都市としての国際競争力確保に向

け、港湾や空港、鉄道ターミナル駅等の拠点整備を進めてきましたが、それ

らの相互連携を図るためには、道路整備は不可欠です。 

特に、国道３号黒崎バイパスは、本市の副都心黒崎の再生、地域産業の振

興、安全で快適な地域環境の改善に欠くことのできない自動車専用道路で

す。これまでに５．８ｋｍのうち、５．２ｋｍが開通し、国道３号の渋滞緩

和や小倉都心部への速達性向上や新門司港・北九州空港等への物流の効率化

が図られています。しかしながら、国道３号の現道や国道200号に未接続で、

直轄国道のネットワークが形成されておらず、黒崎バイパスの本来の効果が

十分に発揮できていない状況です。 

黒崎バイパスの開通効果を最大限に発揮させるためにも、①「道路予算の

総額の確保」及び「早期全線供用のための本道路事業予算の確保」が必要で

す。②「春の町ランプと陣原ランプの早期供用」及び残る「黒崎西ランプの

工事への早期着手」が必要です。 

また、戸畑枝光線は、北九州都市高速道路、若戸トンネル、国道３

号黒崎バイパスと一体となり、企業進出が進む響灘地区、戸畑区臨海

部、東田地区等を結ぶ、環状放射型の自動車専用道路ネットワークを

形成する道路です。しかしながら、この環状部の戸畑枝光線がミッシ

ングリンクとなっているため、自動車専用道路ネットワークの本来の

効果が十分に発揮できていない状況です。 

市内各拠点間の連絡を強化し、高速性・定時性の向上、市街地及び

路線周辺地域における交通混雑緩和、都市高速道路ネットワークにお

ける代替ルートの確保、災害時の緊急輸送や救助救援活動の主要幹線

道路網の構築を図るため、戸畑枝光線の早期整備推進が必要です。 

魅力ある地方の創生を実現するため、本市では、都市のコンパクト

化の推進と周辺等との交通ネットワークの充実を図っているところで

す。 

その中で北九州西部都市圏の中心核である折尾地区において、学園都

市や北九州学術研究都市の玄関口にふさわしい地域拠点の整備とし

て、連続立体交差事業、街路事業及び土地区画整理事業を推進してい

ます。 



要 望 項 目 要   望   の   要   旨 

 事業開始 から10年を経てようやく事業の進捗を実感できるように

なりました。特に平成29年1月の鹿児島本線の仮線切替を予定通り実施

できる見込みとなり、地元では、新たなまちづくりと早期完成への期

待が非常に高まっており、事業を確実に進捗させる必要があります。 

事業 は、ここ数年間ピークを迎え、平成 30 年度に筑豊本線切替、平

成 32年度に鹿児島本線切替及び新駅舎の開業を予定しています 

 以上の主要道路の整備促進に向けた財源の安定的な確保につきまし

て、特段のご配慮を賜りますようお願い致します 


